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イベント概要 

 

[企業名]  プレミアグループ株式会社  

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2020 年 3 月期本決算説明会  

 

[決算期]  2019 年度 通期  

 

[日程]   2020 年 5 月 29 日  

 

[ページ数]  27 

  

[時間]   16:00 –16:37 

（合計：37 分、登壇：31 分、質疑応答：6 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長  柴田 洋一（以下、柴田） 
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登壇 

 

司会：ただ今より、プレミアグループ株式会社 2020 年 3 月期本決算説明会を開催いたします。本

日は弊社、代表取締役社長、柴田洋一よりご説明をさせていただきます。お時間は 17 時までの約

1 時間を予定しております。 

説明に先立ちまして、開催方法について数点ご案内いたします。 

新型コロナウイルスの感染防止を目的として、今回はオンラインのみの開催とさせていただきま

す。当説明会の映像は、後日弊社の IR サイトにて公開させていただきます。 

また本日の説明の後、お時間の許す限り皆様からいただくご質問にお答えしたいと考えておりま

す。質問のある方は画面上の Q&A フォームからご入力をお願いいたします。説明の途中でご入力

いただいても問題ございません。入力の際は会社名、お名前も合わせて入力いただきますよう、お

願い申し上げます。 

なおこちらの質疑応答に関しても録画をさせていただきますので、説明と合わせて後日配信させて

いただきますこと、あらかじめご了承いただければと思います。 

それでは代表取締役社長の柴田より説明を始めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

柴田：プレミアグループ代表の柴田でございます。本日は弊社、決算説明会ご参加いただき誠にあ

りがとうございます。今回はコロナ禍の影響で、このようなウェブでお伝えするかたちを取らせて

いただいております。ご了承いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

それでは早速でございますが 2020 年 3 月期プレミアグループ株式会社、決算説明のほうを資料に

もとづいて行わせていただきます。 

まずアジェンダでございますが、新型コロナウイルス感染の拡大の影響について、それから 3 月期

の決算の概要、それと来期の業績予想について、この順番にご説明をさせていただきます。 
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まず始めに今回新型コロナウイルスの感染拡大の影響についてのご説明でございます。 

まずマーケットの状況と私ども主要事業への影響でございます。 

全般的にわれわれの本業でございますクレジット事業、それとワランティ事業に関しましては、成

長率につきましてはやはり販売減で、やや鈍化しているというのが現状でございます。 

もう 1 点、懸念される債権悪化の懸念ですけども。こちらは影響は、限定的ではないかなと考えて

ございます。 

まずマーケット、私どもの主力マーケットであります中古車市場でございますが。やはりコロナ禍

の影響で全国の加盟店に関しては、これは全て稼働をしております。そういった意味では、この車

を販売する販売会社においては自粛にはなっていない状況でございます。 

また直近の数字でいきますと、2020 年 4 月に関する中古車の登録台数に関しましては、前年同月

比５.3%減でやはり消費意欲に若干の落ち込みがみられるというようなマーケット状況になってご

ざいます。 
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こちらに対して当社の状況でございますが、テレワークにて営業活動を実施いたしております。緊

急事態宣言とともに営業活動をいったん停止をして、営業に関しては自宅から在宅で、電話での推

進で対応をさせていただいております。 

競合他社についてもほぼ同じような体制になってございます。ただ緊急事態宣言が先週より地域ご

とに解除されてますので、営業活動も一部限定的ではありますけども再開もさせていただいており

ます。 

また営業部門だけではなく本部系の部署に関しても、テレワーク等々のスムーズな移行が行われて

ございます。 

この影響ですが前期の 4 クォーターのクレジットの取扱高は 453 億 8,000 万。後ほどご説明いた

しますが、前年同期比 114.4%で第 1 クォーターから第 3 クォーターに比べると少し伸びが鈍化し

てる状況でございます。 

ちなみにこの 4 月の取扱高に関しましては、前年同期比 100.9%で業界シェア自体の変動はないん

ですけども、やはり全体の販売減の影響を受けて短期的には成長率は鈍化傾向にあると考えてござ

います。 

また一方、顧客の状況でございますが。コロナ禍で所得、または雇用こういったところが不安定と

なる人が急増してくるといわれています。私どももこの 4 月に関しては、債務者の方々の心理的負

担軽減のために一部督促行為というものを自粛を行ってございます。 

その結果でございますが、4 月度の支払猶予はわずか 17 件というかたちで猶予。今回のコロナ禍

の影響で支払いの猶予をした案件の残高は 1,700 万になりますので、債権の悪化傾向は限定的であ

るかなと今捉えております。 

また株式市場でございますが、これは言わずもがなですが、コロナ禍で日本だけではなくて世界的

な同時株安で、特に 3 月末にかけては大きく株価が落ちております。 

この影響があるということと、また私どもタイで Eastern Commercial Leasing という会社の株式

を 25.5%所有をしておりますが。日本と違いましてタイの場合は完全にロックダウンで営業自体、

車の販売会社自体も全てクローズになっておりますので、こういった業績低迷。それと株価の下落

が影響して、前期持分法による投資損失を 8.7 億円計上させていただいております。こちらも詳細

は後ほどご説明させていただきます。 
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次にですが、私どもの従業員の取り組みに対する取り組み、会社としての社員に対する取り組みで

すが。今回 4 月からのコロナ禍で従業員及びその従業員家族の安全・安心というものを前提に各種

対応を迅速に実行をしてございます。 

営業を含む全社員をほぼ在宅勤務へ移行というかたちで、出社の 8 割減を目標にこの 4 月、5 月の

約 2 カ月間に関しては対応しております。 

ただし一部コールセンター等含め、どうしても出社をせざるを得ない部署がございましたので、こ

ちらは時間を短縮した営業ですとか、または勤務拠点の近隣の宿泊施設を利用させていただいた

り。または一部自動車通勤を社用車を貸し出しで自動車通勤を行ったり。または万一感染が出た場

合にその感染の電波が広がらないようにと、2 チームのシフト体制でリスクヘッジを行いました。 

おかげさまで現在段階で私どものグループ社員の中で感染、罹患した人間はまだ誰もおりません。

また休業補償で妊娠中、基礎疾患がある者、介護、または育児この辺が必要な社員に関しては、会

社指示により自宅待機というような処置も取らせていただいたり。 
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また今回は夏季休暇がほとんど取れない状況になると見越しまして、夏季休暇に代えて Stay home

休暇というかたちで 4 月から 6 月に勤務、取得できるような休暇を付与したり。または自宅から通

いやすいオフィスを勤務地としてサテライトとして開放したり。従業員、または従業員の家族向け

にマスクを配布。またソーシャルディスタンスというかたちで、この図にありますように新しいロ

ゴを策定しまして感染を極力防いでいく活動を行っております。 

 

またその他に対外的な取り組みとしましては、社会貢献活動の一環として Premium Value 

Support Project というかたちで、私どもおかげさまで中国とのいろんなルートがありましたの

で、こちらでマスクですとかまたは医療用品、こちらのほうをある程度早期に手配することがで

き、私どものグループだけではなくて医療機関のほうに寄贈というかたちで送らせていただいた

り。 

またどうしても私ども出社するメンバーがおりますので、この出社するメンバーが少しでも飲食業

で苦しんでおられる飲食店支援というかたちで、こちらもお弁当をこの資金を使いながらサポート

した、このような取り組みも行ってまいりました。 
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今回のコロナ禍による財務の状況と方針についてです。 

まず新規の人材の採用または新規の営業店の出店。こちらの投資につきましては、収束後まではペ

ンディングというかたちで、収束後に再開を検討したいという考え方をもとに、当面はキャッシュ

ポジションを高める方針とする財務戦略を取らせていただいております。 

手元資金または流動性の確保につきましては、現在は手元資金が約 63 億円、それと銀行からの短

期借入枠、こちらが約 130 億円の借入枠を持っておりますので十分なキャッシュポジションを持

っていると、流動性確保もできている状況でございます。 

内部留保につきましても利益余剰金が 36 億円弱、また将来の利益を出せる将来収益が 260 億円強

になっておりますので、当面はこのキャッシュポジションを高め、または内部留保をしっかりと行

っているというような財務体制を取っていきたいと考えてございます。 
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続きまして 2020 年 3 月期の決算概要でございます。 

本業に関しましては 2 桁成長をしっかりと記録はさせていただいております。ただ冒頭で申し上げ

たとおり株安の問題もあり、コロナ禍によりタイの ECL を減損したことにより、計画比に関して

はマイナスになってしまいましたが、過去最高益はしっかりと確保はさせていただいております。 

業績に関しましてはクレジット事業、故障保証事業、こちらが共に大きく伸長をしております。営

業収益のほうは 140 億 2,000 万円、前年同期比で 130.3%の伸びでございます。 

将来収益に関しましても 264 億円近くを BS にストックをしてございます。またクレジット事業の

トップラインの取扱高に関しましては、前年同期比約 130%の安定成長を行うことができました。 

故障保証の取扱高、こちらについても EGS を昨年の 4 月に子会社化したことによる純増も含め

て、前年同期比 145.5%という大きな伸びを記録することができました。 
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ただ残念ながら今回コロナ禍に伴う世界的な株安の影響によって、私どもの関連会社であるタイの

Eastern Commercial Leasing の株価が大暴落をしまして、また本業は堅調に推移をしております

が減損損失として 8.7 億円を今回計上させていただきました。 

こちらの ECL 社の減損損失についてでございますが、まずコロナ禍により世界的な株安の影響で

ECL の株価が一時的に暴落をしてございます。3 月の前期末の段階では 0.59、一株あたりの株価が

0.59 バーツで一時期は 0.5 バーツを切る時期もあったんですけれども、こちらが一番、非常にタイ

ミングの悪い時期に株価が当たってしまったというところはございます。 

現状は今、約 1 バーツぐらいで推移をしてきておりますので、株価のほうに関しても徐々に上がっ

てくるのかなと思っております。この事業自体に関しましては堅調に推移をしてるというところ

と、私どもと同じようにクレジット事業でございますので、全てストック収益で対応してございま

す。 

そういった関係で利益については、継続的にしっかりと計上ができるという部分はございます。 
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ただタイの場合は日本と違いまして完全にロックダウンを、封鎖をしてしまいますので、こちらが

業績の一時的な低迷、または今後の悪影響が非常に不透明な部分があるところから、今回は保守的

に減損を計上を実施させていただきました。 

今後につきましては私どものほうから、もう既に今 4 名の社員がタイに引き続き駐在をしておりま

すが、常勤役員を派遣をして当社によるバックアップ体制というものをさらに強化をしていきたい

と考えてございます。 

 

また 3 月期における一過性の損益についてでございます。 

こちらは期中もご説明をさせていただいておりますが、最終的には今期、前期の一過性の損益は

1.6 億円の計上になりました。本業に係る税引前利益は、前年同期比 125.3%で本業に関しての税

引前利益に関しては順調に推移をしております。 

前々期の税引前利益は約 20 億円強で、このうち一過性の収益が 1 億 4,300 万ありましたので、

FY19、前々期の税引前利益は 19 億 5,400 万でございます。 
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今期に関しまして今期 26 億 400 万の税引前利益であったわけですけども、こちらの一過性利益約

1 億 5,600 万を差し引きますと 24 億 4,800 万が本業の利益になってございます。 

そういった意味では、本業に関してもしっかりと利益を伸ばすことができた。 

ただ一過性の損益に関しましては、当初予定をしておりました金額よりもこの ECL の減損部分が

8 億 7,000 万マイナスになったというかたちでございますが、トータルとしましては一過性の損益

については約 1.6 億円を計上している状況でございます。 

 

次に最終的な連結の業績でございます。 

営業収益のほうは 140 億円を少し超えた数字でございまして、前年同期比が 130.3%になっており

ます。 

営業費用のほうが 124.6%増の 124 億 5,800 万から、税引前利益が 26 億 400 万、当期利益のほう

が 14 億 6,600 万というかたちになってございます。 
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当期利益が若干税引前利益の伸び率よりも低いかたちは、先ほどご説明しました ECL の減損の 8.7

億円という部分の税率の部分が若干変わってまいりますので、最終的な実効税率が少し上がって、

こちらの伸び率は低くなってるかたちでございますが、増収増益はしっかりと確保は最低限はでき

たかなと感じております。 

 

続きましてクレジットの事業の取扱高の推移でございます。 

前期のクレジットのトップライン、取扱高のほうは 1,746.5 億円で前年同期比 129.2%の伸びにな

ってございます。1 クォーターから 3 クォーターまでが今期の成長を牽引したかたちで、特に 2 ク

ォーターに関しましては、消費税の駆け込み需要も大きく寄与して、こちらは数字が大きく伸びた

かたちでございます。 

4 クォーターだけでいきますと約 114.4%、454 億円という伸びなんですけども、競合他社の上場

の他社の伸び率と比べると 10%近いわれわれプラスの伸び率はキープをしておりますので、しっ

かりとシェアアップは図ることができたのかなと思っております。 
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営業のパーヘッドに関しても 1.82 億円で、こちらも 3 クォーターから 4 クォーターの営業人員増

は今回行っておりませんので、そういった意味で一人当たりの営業パーヘッドをしっかり上げてき

てるというところ、または今まで取ってきた営業の戦略がしっかりと実績として表れてると、マー

ケットのシェアを取りに行けてると考えております。 

 

また債権残高のほうも 3,187 億円で 130%近い伸び率をしておりまして、しっかりと残高も伸び、

またはエンター債権率も若干上がっておりますが。こちらはそれほど大きな何か原因があって上が

ってない、0.02%ほど上がっておりますけども、ほとんど債権内容に関しては優良債権を引き続き

キープできてると思ってます。 

またこの 4 月に関しましてはサービサー、債権回収会社である中央債権会社をグループインさせる

ことが 4 月 1 日付で私どもの 100%子会社になっておりますので、今後はさらにグループシナジー

をきかせながら、債権回収体制の強化を取っていきたいと考えてございます。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

14 
 

 

また加盟店社数に関しましても 2 万 2,549 社で、前年同期比 110.4%の伸びで、こちらも毎年 10%

の伸びをしっかりと記録させていただいております。 

今後に関しましてももちろん加盟店拡大というところも含めて、また稼働をしっかりとさせて、既

存加盟店の複合取引を推進して 1 社当たりの取扱高を拡大させていきたい。 

また未稼働先というものがまだまだたくさんありますので、この未稼働先の稼働促進も並行して実

施をしていきたいと考えてございます。 
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それから次にワランティ、故障保証事業の取扱高推移ですけども。こちらも EGS 社を子会社化し

たという効果があって、全体の伸びとしては 43.6 億円の保険保証料収入を得ております。 

こちらも前年同期比 145.5%。4 クォーターのみでいきますと 11.1 億円増で、こちらもしっかりと

伸びてるかたちでございます。 

またプレミア、単独の EGS を除く取扱高のほうも 34.2 億円、前年同期比 114.2%でしっかりとこ

ちらも伸ばしているかたちでございます。 

こちらも EGS という子会社とプレミアの故障保証という 2 ブランドで、しっかりと今後ともこの

2 商品を推進してきたいと考えておりますし。またわれわれの自社商品である「プレミアの故障保

証」という商品自体をリニューアルも重ねながら、こちらのシェアを一気に伸ばしていきたいとい

うのが今期の戦略でもございます。 
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決算のハイライトの前年同期比の比較でございますが。営業収益に関しましてはご覧のとおり前

期、前々期 107 億円から前期 140 億円で、前年同期比 130.3%の伸び。また税引前利益に関しまし

ても、21 億円から 26 億円で 124.2%の伸びで、ECL の減損があり、残念ながら計画比はマイナス

になりましたけども、しっかりと足元は固めていって伸ばしていきたいと考えてございます。 
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事業別の営業収益に関しましても全事業部門 3 事業ともしっかりと成長をしておりますし、安定的

な収益を今後もアセットの積み上げによって、上げていくことができるのかなと考えてございま

す。 

将来収益のほうがこの期末で 264 億円をしっかりとストックできましたので、これが今期移行、

収益として計上できるという強みを引き続き保有をしてございます。 
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営業費用の状況でございますが。FY19 と FY20 の比較でいきますと少し会計基準の変更、会計上

の見積もりの変更で、前期よりも貸倒引当金が大幅に減っているところがございます。 

その他に関しましては先行投資、または子会社の増加等により一般販管費は若干増加をしておりま

すが、基本的には主力事業の伸びとともに各[音声不明瞭]のほうが伸びている状況でございます。 
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その他トピックスといたしましては、今期中経の計画を 2 月に発表させていただきました。それに

もとづいて、プレミアモビリティサービス株式会社という会社とプレミアオートパーツという会社

をつくりましたので、オートモビリティ分野に関する事業をしっかりと今後は成長させていきたい

というかたちで、こちらを中経の発表とともに設立をさせていたり。 

または中古車のリースを新しい商品としてスタートをさせていただいたり。または中央債権のこち

らをグループインさせるかたちでしっかりと債権管理、債権回収。こういった部門を強化するかた

ちで営業の伸びだけではなくて、債権回収のところに関してもしっかりと足元を固めて専門店な知

識もつけながら、グループ効果を発揮していきたいと考えてる次第でございます。 
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3 月の振り返りが異常な状況でございますが。もちろんいろいろ、今考えると施策のところがとい

うところはある。このコロナ禍のところを想定できていなかった部分は多分にあるんですけども。

今後はしっかりとこういった部分を活かしながら経験化しながら、対応していきたいと考えてる次

第でございます。 
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また最後に 2021 年 3 月期の業績予想についてでございます。 

こちらも来期、今期の予想値に関しては未定というかたちで業績、配当とも。今回のコロナウイル

スのコロナ禍という影響によって現時点では、将来の見通しを非常に合理的に算定することが困難

であると判断をしております。 

ただ今後業績への影響については慎重に見極めながら、第 1 クォーターの決算発表にて今期の業績

予想を公表していきたいと考えてます。 

今、緊急事態宣言も全国解除されて少し落ち着きも出てきておりますし、この次のわれわれ経営環

境がやりますように、ストック型のビジネルモデルですので、ある程度収益の予想ってつくんです

けども。今後、秋冬にかけて第 2 波、第 3 波というような予想ですとか、またうわさなんかも出て

おりまして、これの影響というものをやはりしっかりと見極めていかないと、なかなかトップライ

ンのところが読みにくいところもあって、今回については逆に不確実な数字を出すよりも、少し状

況を見極めたいということで未定とさせていただきました。 
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ただ経営環境としましては、私どものビジネルモデルというのはストック型のビジネルモデルでご

ざいますので、安定的に収益確保は可能かと考えてございます。増収増益を今期に関しても目指し

て、増配方針をしっかりと維持していきたいと思ってます。 

また本日同日でリリースもさせていただいておりますが。その他特殊要因として中央債権、先ほど

から申し上げてます 4 月 1 日にグループイン、100%買収をしました中央債権株式会社の子会社化

による負ののれん、これの発生益が今期約 6 億円を計上見込みでございます。 

こちらが非常に今期の利益には寄与してくると考えてございます。 

また今期の基本方針としましては、新規採用または本業のところでは、少し新規出店にアクセルを

踏んで人も増やしていこうという計画を持っておりましたが、現時点ではこのコロナ禍が収束する

まではペンディングしたいと考えておりまして、ここを収束後に改めて戦略のほうは対応したいと

考えています。 

ただわれわれが目指してる中期経営計画というものは、今回のコロナ禍で影響を受けるものではな

いと考えておりますので、各種施策につきましては慎重な判断はもちろん行いますけども、しっか

りと中期経営計画どおりの戦略は実施していきたいと考えてます。 

またその中で、特にノンアセットビジネスであるオートモビリティ事業、プレミアモビリティサー

ビスという会社を通した整備・板金事業、または中古車の部品の流通事業、または引揚車両の流通

事業。こちらは中央債権回収のサービサー会社に関しても、われわれ以外の会社からのいわゆるオ

ート債権の受託も受けておりますので、こちらの引揚車両なんかもしっかりと流通に使えるという

ことも考えながらリペア、パーツ、リユース、こういったサポートをノンアセットであるオートモ

ビリティ事業の推進をしっかりと強化をしていきたいと考えてございます。 

また今回コロナ禍によりテレワークまたは IT 化というところ、ここが非常に必須になってくると

ころもあって、これもわれわれも非常に大きく実感をしておりますので、業務システム化の積極的

な推進ということでペーパーレスを行っていく。または非接触型の営業の体制を構築していく、ま

たはテレワーク、こういった環境を整備していく。そのためにサテライトオフィス、こういったも

のを活用していくというような、業務システムの大きな変換地期でもあると考えておりますので、

こういった対応も積極的に推進をしていきたいと考えてる次第でございます。 
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最後にこの第 5 期の定期の株主総会のトピックスでございますが。開催方法につきましては、今回

感染症の感染予防、または拡散防止の背景からインターネットを用いたライブの配信方式での開催

を変更いたします。 

そういった意味では株主様のご来場いただくことなく、当社役員のみで開催することがやむを得な

いということで、6 月 29 日午後 2 時よりこの本社のほうでインターネットを用いたライブ配信方

式で行っていきたいと考えておりますので、どうぞご理解のほどよろしくお願いいたします。 

以上が私からのご説明でございます。 
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質疑応答 

 

司会：それではこれより質疑応答の時間に移らせていただきます。 

ご質問のある方は画面上の Q&A よりご入力をお願いできればと思います。 

柴田：はい。ご質問いただいております。 

まず 4 月の取扱高が前年比プラス 0.9%ということでしたが、直近の状況含めて足元の状況につい

て教えていただけますでしょうか、というご質問でございます。 

まずクレジット事業につきましては、この直近の状況を申し上げるとやはり少し弱含みなのかなと

感じております。われわれのシェアが取られているというよりも、やはり外出自粛をずっと全国的

に続けていたという影響があって。車の販売自体が成約にならない、成約に結びつかないというと

ころで、車の売れ行きというところから若干やはり落ちているのか、マーケットとしては弱含みな

のかなと思っております。 

ただ実は、今週の頭に首都圏のほうが解除されましたので。この土日に関しては、ある程度の申し

込みの件数が前年並みに上がってきておりますので。そういった意味では現状のコロナ禍の状況が

推移している限りにおいて、またこの自粛が再度復活しない限りにおいては、足元としてはこれか

ら徐々に増えてくるかなと考えております。 

司会：質疑応答のお時間ですが、あと 2 分ほどで締め切らせていただきたいと思いますので、もし

何かございましたらご入力をお願いいたします。 

柴田：はい。そういたしましたら、ご質問もないようですのでこれにて本日の説明会を終了させて

いただきたいと思います。 

またこのあと何かご質問等ございましたら、私どもの広報、IR宛にご質問いただければ結構でござ

いますし。また 1on1 の方も今期についても引き続き開催をしております。 

Zoom に関しましては、Zoom で対応も可能でございます。またご来社、私どもからもお伺いする

ことも可能でございますので、ご遠慮なくお申し付けいただければなと思ってございます。 

これにて本日は、2020 年 3 月期本決算説明会の開催を終了させていただきます。 

本日はご静聴ありがとうございました。 
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［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載  
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